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バツサ・ゴーパル・ヴァイディヤ
「創造」　油彩・画布　1988　

１　1930 年代～ 60 年代──近代美術の誕生

テジ・バハドゥール・チトラカール
「父祖に捧ぐ」
油彩・画布　 1966

　19 世紀中頃にネパールへ紹介された西洋美術が、 ネパールで独

自の展開を見せるようになったのは、 20 世紀に入ってからです。

　とくに、 民主化がすすんだ 1950 年代以降、 その展開は本格化し、

美術の諸制度が整えられていく中で、 西洋やインドへの留学から帰

国した作家たちが核となり、 20 世紀の西洋近代美術をふまえた作品

を制作するようになります。 その代表的な画家が、 1950 年代にフラ

ンスに留学したライン ・ シン ・ バンデルでした。

　

ライン・シン・バンデル
「昔を思う」
油彩・画布（板貼り）　1954-59

1934 年　美術学校設立 [ 現トリブヴァン大学美術学部 ] （正式な美術教育の開始）

1957 年　王立ネパール ・ アカデミー設立 （美術や音楽や文学の振興を目的）

1963 年　カトマンドゥで近代絵画の初の展覧会開催 （ネパール近代美術の出発点）

1965 年　ネパール美術協会設立 （美術の振興と美術家の育成を目的）

　本展は、 現在、 当館が所蔵するネパールの作品 58 点の中から、

主に 70 年代以降に制作された作品 25 点をご紹介するものです。

別室で開催している 『華麗なるネパールの神仏～ポーバ絵画の世界』

展 （3/22 まで） にあわせた企画であり、 ともにご覧いただくことで、

ネパールの近現代美術の展開を概観いただくことができます。

『ポーバ絵画の世界』 展では、 現代でもネパールで制作されて

いる、 ヒンドゥー教や仏教の神仏を描いた華麗な絵画を展示してい

ますが、 本展では、 美術家それぞれの、 ネパール社会やネパー

ル人の価値観に対する考え方を表明した作品群を紹介しています。

それらは、 伝統的な神仏の図像を引き継いだ宗教絵画とは異な

りますが、 作品につけられた 《マンダラ》 《神々》 《化身》 《ガネー

シャ》 などのタイトルや、宗教図像を基にした絵柄等から推察されるように、創作の根底には、ネパー

ルの人々に厚く信仰されているヒンドゥー教や仏教などの教えが脈々と流れています。

また、 多くの作品には自然が描きこまれています。 聖地カイラス山や世界最高峰のエベレスト山を

抱くヒマラヤ山脈の、 中腹から裾野へひろがるネパールに暮らす人々にとって、 自然──とりわけ

山々は、 神仏が宿る畏敬すべき神聖な空間であり、 さらに近代以降は、 山の形をした国旗が示す

ように自らの 「国土」 の象徴でもあります。

　ここで展示している作品群は、 一見、 『ポーバ絵画の世界』 展でご覧いただく神仏の世界からは

遠く離れているようです。 しかし、 その実、 それらに通底する宗教観や自然観に支えられているも

のです。

　本展及び 『ポーバ絵画の世界』 展を通して、 ネパール美術の神と自然の宇宙への旅をお楽しみ

いただければ幸いです。

コスモロジー



２　1970 年代～ 80 年代──ネパール式モダニズムの展開

バツサ・ゴーパル・ヴァイディヤ　      　　　　 
「ガネーシャ」
油彩・画布　　1989

プラミラ・ギリ
「バイラヴの像」
油彩・画布　　 1987

インドラ・プラダン
「神々」
アクリル・画布　　1985

ライン・シン・バンデル
「山の顔」
油彩・画布　　1985

クリシュナ・マナンダール
「水の元素」
油彩・画布　　　1975

アジアの美術家にとって、 国際的な普遍性

を備えると同時に、 その国ならではの独自

性 （ナショナル ・ アイデンティティ） を表現す

ることは重要な課題でした。

ネパールでも、70 年代から 80 年代にかけ、

色や形で普遍性を目指す抽象表現やそれを

取り入れた半具象的な表現が、 たいへん盛

んになります。 そして、 そのように世界との

同時性を求める一方で、 表現内容にはネ

パール独自のものが追求されていきます。

それらは、 しばしば、 ヒンドゥー教や仏教な

どに基づくネパールの宗教的世界観であり、

世界に誇るヒマラヤ山脈を 「国土」 としても

つ自然観などでした。

　抽象表現という国際的に通じる言語や文法

をもちいて、 ネパール独自の宗教や自然と

いう 「国」 を象徴する内容を語ることで、 ネ

パールの美術家たちは重い課題に応えて

いったと言えます。

　３　1990 年代～現在──多様化する表現

　1990 年代になると、 アジアの多くの国の美術家たちの関心は、 絵画や彫刻といった従来の形式

を乗り越えるものへと向かいます。 また、 表現内容も社会的なものへと広がっていきます。

ネパールの現代美術にも、 それまでのテーマに加え、 90 年代半ばからは自然破壊や社会にはび

こる汚職、 女性の社会的地位の問題など、 社会の現実へ目を向ける作品が登場し、 インスタレーショ

ンなど新しい表現形式が見られるようになります。 しかし同時に、多様化するテーマと表現の中には、

しばしば、 ネパールの人々の意識や生活のすみずみに息づいている宗教的世界観や自然観が現

われています。

ウマ・サンカール・サー
「ナーガ・プージャ（蛇神の儀礼）」
エッチング・紙　　1997

ウマ・サンカール・サー
「街と寺院」
エッチング・紙　　　1997

キラン・マナンダール
「マンダラ　K3」
油彩、木屑、もみがら・画布　　 1994 

アスミナ・ランジット
「髪ワープ：宇宙を編む旅(編んだ髪)／素描１－6）」
赤、金の糸／木炭、コンテ・ネパール紙　　2000

スージャン・チトラカール
「www.meditateonself.com」
木、真鍮、アクリル、模造の葉、クッションなど
2004

シャシ・カラ・ティワリ
「季節が変わる時」
油彩・画布　　1996

ウマ・サンカール・サー
「寺の街の夜」
エッチング・紙　　1997

キラン・マナンダール
「マンダラ Ⅱ」
アクリル・ネパール紙、画布　　1993

バツサ・ゴーパル・ヴァイディヤ　「守護神たち」 
油彩・画布　　1989

サシ・サハ
「十の化身」
油彩・画布　　1978

ラギニ・ウパッダエ・グレラ　「女」
油彩・画布　　1999
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